
　

世
田
谷
区
は
、
三
つ
の
都
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
び
、
市
民
に
よ
る
交
流
を
大
切
に
、
各
都
市

と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
・
バ

ン
バ
リ
ー
市
と
は
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
様
々
な
分
野
の
交
流
を
通
じ
て
理
解
し
合
い
、

友
情
の
絆
を
強
め
、
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
四
年
か
ら
姉
妹
都
市
交
流
の

事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
直
後
に
、バ
ン
バ
リ
ー

市
で
は
、
市
民
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
に
姉
妹

都
市
を
持
つ
市
と
し
て
何
か
力
に
な
り
た
い
！
」

と
、
多
く
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
寄
付
が
あ
り
、

一
一
〇
〇
豪
ド
ル
も
の
義
援
金
が
世
田
谷
区
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ン
バ
リ
ー
市
民
の
方
々
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た

義
援
金
を
受
け
取
っ
た
時
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
共
に
、
改
め
て
、
今
ま
で
世
田
谷
区
が
進
め
て

き
た
姉
妹
都
市
交
流
の
意
義
深
さ
、
姉
妹
都
市
と

の
絆
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

世
田
谷
区
の
国
際
交
流
は
、
姉
妹
都
市
と
の
交

流
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
区
内
に
は
、
約
一
万

六
千
人
の
外
国
人
の
方
々
が
生
活
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
方
々
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
創
っ
て

い
く
こ
と
も
、
区
の
仕
事
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
世
田
谷
と
い
う
地
域
は
、
子
育
て
や
福
祉

分
野
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
区
民
の
方
々
の

活
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
国
際
交
流
や
国
際

協
力
に
関
し
て
も
、
国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
と
同

様
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
の
団
体
の
方
々
が
活

動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
世
田
谷
区
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
「
世
田
谷
世
界
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ

け
て
、
行
政
主
導
で
な
く
、
区
内
で
活
動
す
る
民

間
の
団
体
の
方
々
の
力
を
集
め
て
「
地
域
の
国
際

化
」
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
世
田
谷
世
界
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
年
間
に
六
回
の
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
当
日
参
加
出
来
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
七
月
三
十
一
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
の
交
流
会
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

区
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
「
フ
リ
ー
･
ザ
･
チ

ル
ド
レ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

こ
の
団
体
は
、「
子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め

の
国
際
協
力
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
る
国
際

協
力
団
体
で
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
動
に

参
画
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
も
、「
フ
リ
ー
･

ザ
･
チ
ル
ド
レ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
」
に
会
員
登
録
し
て

い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
世
界
の
貧
富
の
差
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
、
そ
の
後
フ
ェ
ア
･
ト
レ
ー
ド
･
ス

パ
イ
ス
を
使
っ
た
カ
レ
ー
作
り
を
行
い
ま
す
。
開

発
途
上
国
の
商
品
を
適
正
な
価
格
で
取
引
す
る

「
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
」に
よ
る
商
品
を
使
う
こ
と
で
、

開
発
途
上
国
の
自
立
支
援
な
ど
の
国
際
協
力
に
つ

な
が
る
こ
と
も
学
び
ま
す
。

　

次
に
参
加
者
は
、「
国
」
に
見
立
て
た
八
つ
の
班

に
分
か
れ
て
、
貿
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
す
。
紙
や
道
具
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
持
つ

「
資
源
」や「
技
術
」に
見
立
て
、そ
れ
を
も
と
に「
貿

易
」
を
行
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
結
果
に
よ
っ

て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
レ
ー
や
ご
飯
の
量
に
差

が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

貧
富
の
格
差
を
体
験
で
き
る
仕
掛
け
で
す
。
ま
た
、

カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
の
振
り
返
り
を

行
い
、
格
差
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

当
日
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
に
も
、
イ

ン
ド
の
民
族
楽
器
「
タ
ブ
ラ
」
の
演
奏
会
や
、
親

子
で
工
作
を
楽
し
み
な
が
ら
タ
イ
語
や
英
語
を
学

ぶ
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
民
族
舞
踊
「
セ
ン
バ
」

を
皆
で
踊
る
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
世
田
谷
区
で
は
、「
世
田
谷
世
界
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
「
舞
台
」
を
用
意
し
て
、

区
内
で
活
躍
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
新

し
い
時
代
の
国
際
交
流
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
は
、「
文
明
」
や
「
科

学
技
術
」
の
限
界
も
知
り
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

と
き
は
、
国
境
を
越
え
た
助
け
合
い
の
力
が
必
要

で
す
。
世
田
谷
区
も
、
ア
ジ
ア
近
隣
の
国
々
と
も

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
の
国
際
交
流
を
目
指
し
て

世
田
谷
区
長
　
　
保
坂
　
展
人

会
報

第
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こ
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に
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、大
使
館
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編
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カ
ル
編
か
ら　
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垣
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人
物
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明
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工
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器
）

IAC 会報「風流」第十八号　2011（平成 23）９月１日発行　（年４回　事業開催に合わせて発行）

発行：NPO法人国際芸術家センター（IAC）　編集：「風流」編集部　　〒156-0051　東京都世田谷区宮坂 3-20-10-206
TEL：03-5426-2047　FAX：03-5426-2048　E-mail：iactokyo@d1.dion.ne.jp 　  http://www.d1.dion.ne.jp/~iactokyo/ 風流　第十八号 ４

■貸  画  廊：絵画（20 号大）50 点展示可能
■貸会議室：収容人数 60 名（ホワイトボード、マイク設備有）
■貸囲碁会場：対局可能人数 40 名
■会場費：１日（フロア全体 50 坪）60,000 円３時間 20,000 円
　　　※３時間以内のご利用でも 20,000 円の会場費となります。
■お問い合わせ：ギャラリー葵　☎03-3583-8279
　　　  http://homepage3.nifty.com/aoigallery/index.html 
　　　　　　　  (最寄駅：溜池山王 9 番出口３分）

葵サロン

貸画廊・貸会議室のご案内

「世田谷世界交流プロジェクト」から（写真提供：世田谷区）

▲貿易ゲームに勝ったチームのカレーは、ご飯もチキンもたっぷりで、飲み物も
　付いています。負けたチームはカレーをほんの少し盛り付けているだけとなり、
　ゲームを通じて貧富の格差を体験しました。

会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

【ペット似顔絵 .com】
http://petnigaoe.com/アクセス 

▲

ペットからのメッセージを
　　入れた似顔絵を贈ります。

■天国のペットからのメッセージ
■お友達への贈り物　など

■　

事
務
局
便
り　

■

IAC のセカンド・ホームページは、もう、ご覧いただいてい
ますか。活動ブログで最新情報もご確認いただけます。
http://www.iactokyo.sactown.jp/
 
「朝ちゃん」スウェーデン公演は、いよいよ９月 11 日と 13 日、
ストックホルムの東アジア博物館で上演されます。
スウェーデンのダンスユニット Con/text の「班女」との共同
舞台です。次回の風流での公演報告にご期待ください。
 
日本民族舞踊団の学習院初等科芸術鑑賞会の公演が 6月 14 日
学習院創立百周年記念会館正堂で行われました。
楽しい演目を中心としたプログラム構成は、子どもたちから
さかんな拍手を浴びていました。

 （事務局：金屋輝美） 写真：エーアイ　（日本民族舞踊団・学習院公演から）

「わがまちで文化交流」…… ⑦
日本←→エストニア

▲タリンで買い付けをする布施さん（右）

▲トンベルクさん（左）のサーレマー島の
　お店。   埋もれるほどの沢山のニット

▲染色工房で ジャパニーズ・ブルーとも
　呼ばれる藍色に染められるニット

　エストニアニットの日本への
紹介は、弟のロシア人の友人か
ら、メルヘンなニットを作ってる
国があると聞かされたのが、きっ
かけでした。ノルウエーやデン
マークなどと同じノルディック柄、
雪模様のニットもありますが、な
んと言っても風景やネコ・羊な
どの編込み柄ニットが独特です。
　日本でも以前は編込み柄は編

まれていましたが、今は編まれる方は少なく、「昔は、私も編んでた
わ～」と懐かしいと感激してご購入される方が大勢います。編み物
をされていた方だからこそ、大変さも暖かみも分かってくださってい
るようです。そんなご購入された皆さんの喜びの声から、エストニア
のニットの特徴が分かるかもしれません。
◎綺麗な編み目、日本ではちょっと手に入りにくいデザイン、丈夫
で長持ちしそう◎流行に左右されない本当にいい品です。◎素敵な
色使いで感激。◎とても軽くて着心地がよく、この冬も暖かく過ごせ
そうです。◎かわいい、そして軽いのでびっくり。お披露目は、週末
のサッカー観戦の予定です。
　99年からエストニアのニットを紹介して今年で、11年経ちました。
初めてまとまった量のニットを注文し、交流したのは、カルクス・ヌ

イア地域のニッターさんグループでした。大歓迎を受けたのを今も
はっきり覚えています。後に、新しい編み機を買えたと聞き、幸せ
な気分になりました。ただの商取引以上の、感激でした。現在も交
流しているニッターさんにトンベルクさんという方がいらっしゃいま
す。彼女のニットは、星空や木を刺繍したロマンチックなコートです。
ジャパニーズブルーとも呼ばれる藍色と同じ染め色を作り、編み上
げます。北欧的な静けさと深みを漂わせています。
　恥ずかしがり屋で控えめ、キュートな雑貨を生み出したりと、日本
との共通点を感じるエストニアです。そんなお国柄だからこそ、長
年に渡り紹介したくなるのかもしれません。今後も、架け橋となり続
けたいと思っています。
バルト物語：http://www.estonia.co.jp/

（文と写真：布施茂子　IAC 会員）

セーターを通してエストニアとの架け橋に
布施茂子さんは、エストニアのニットの魅力を多くの日本人に味わってもらいたいと、現地に何度も足を運び、
直接自分で確かめた素敵な品々を「バルト物語」と名付けたインターネットショップで販売しています。
単なる商取引ではない、ニットを通じた様々な出会いや交流の楽しさをご寄稿いただきました。

ラトピア

スウェーデン

ベラルーシ

タリン

エストニア
ロシア

リトアニア

サーレマー島

▲和楽器紹介の後の明るいソーラン節は、
　会場の手拍子を誘った。

▲鬼剣舞

▲荒馬



▲終演後、コートジボワール共和国大使館の
　文化担当のアバレ・オウプさんから激励をうける堀絢子さん

▲オープニングパフォーマンスを
　踊るダンスユニット「MOGI」

　

大
学
で
集
ま
っ
た
青
木
絵
未
梨
、橋
本
優
香
、山
口
静
、米
山
明
花
、

堀
莉
穂
の
五
人
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
こ
の
春
、
ユ
ニ
ッ
ト
名
を
ボ
ウ
フ
ラ

と
し
て
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
思
い
が
け
ず
堀
絢
子

さ
ん
の
一
人
芝
居
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
公
演
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
ボ
ウ
フ
ラ
か
ら

進
化
し
蚊
に
な
っ
た
私
た
ち
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
ユ
ニ
ッ
ト
名
を

M
O
G
I（
モ
ギ
は
韓
国
語
で
蚊
）と
改
め
、作
品
の
ド
ロ
ー
マ
ー（
白

昼
夢
の
意
）
の
制
作
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
は
、
動
か
ず
に
内
面
描
写
を
す
る

ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
堀
慶
子
さ
ん
か
ら
、
動
き
の
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
し
て
欲
し
い
、
と
言
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
や
こ
だ
わ
り
を
作
品
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
の
に
、
本
気
で
ぶ

つ
か
り
合
い
ま
し
た
。
シ
ー
ン
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
場
面

を
つ
く
っ
た
り
、
照
明
プ
ラ
ン
も
自
分
た
ち
で
考
え
、
本
当
に
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な
い
私
た
ち
を
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
を
は
じ
め
、
公
演
に
携
わ
っ
た
皆
様
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
沢
山
の
観
客
の
皆
様

に
も
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ま
だ
不
出
来
な
部
分
や
、
未
熟
な
箇

所
を
一
人
ひ
と
り
が
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、
今
回
、
経
験
出
来
た
こ
と
を
心
と

身
体
の
糧
と
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
堀
絢
子
さ
ん
の
一
人
芝
居
を
観
て
、
た
っ
た
一
人
で
沢
山
の

お
客
さ
ん
に
想
い
を
伝
え
な
が
ら
演
じ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
絢
子
さ
ん
の
体
力
と
精
神
力
を
身
近
に
感
じ
、
プ

ロ
の
凄
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
の
痛

ま
し
い
大
震
災
も
あ
っ
た
中
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ウ
フ
ラ
か
ら
M
O
G
I
（
蚊
）
へ
と
進
化
中
の

私
た
ち
メ
ン
バ
ー
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（

堀
莉
穂
）

「
朝
ち
ゃ
ん
」

堀 

絢
子 

ひ
と
り
芝
居

決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
被
爆
体
験

６
月
27
日
（
月
）

世
田
谷
区
・
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

６
月
27
日
（
月
）

世
田
谷
区
・
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

写真：スタジオデュオ堀慶子事務所　イラスト画：げんさい

　

御
縁
あ
り
「
風
流
」
の
「
こ
ん
に
ち
は
大
使
館
」
の
取
材
、
執
筆
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
ケ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
エ

ク
ア
ド
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

大
使
館
と
の
間
で
ま
ず
大
変
な
の
は
日
程
調
整
。
特
に
大
使
館
側
が
大
使
で
対
応

し
て
く
だ
さ
る
場
合
な
ど
、
い
そ
が
し
い
先
方
と
複
数
の
こ
ち
ら
の
日
程
を
如
何

に
す
り
合
わ
せ
一
致
点
を
見
つ
け
る
か
？
。
調
整
役
の
金
屋
さ
ん
は
毎
回
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
。 

　

取
材
日
程
が
決
ま
る
と
、
山
下
は
事
前
に
大
使
館
側
に
質
問
表
を
金
屋
さ
ん
経

由
で
お
送
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
部
分
の
国
に
つ
い
て
は
旅
行
は

お
ろ
か
、
知
識
は
白
紙
状
態
。
か
す
か
な
知
識
を
手
が
か
り
に
本
や
ネ
ッ
ト
で
質

問
表
を
ま
と
め
て
送
る
。
し
か
し
、
当
方
の
勉
強
不
足
一
夜
漬
け
で
ピ
ン
ボ
ケ
の

質
問
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

さ
て
、
取
材
当
日
は
お
お
む
ね
大
使
館
側
の
通
訳
が
同
席
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
多
く
、
英
語
の
し
ゃ
べ
れ
な
い
山
下
に
は
救
い
の
神
で
あ
る
。
時
と
し
て
山
下
の

質
問
の
仕
方
が
悪
く
話
が
噛
合
わ
な
い
と
き
は
少
な
か
ら
ず
動
揺
す
る
。

　

ま
た
、
な
か
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
リ
ネ
ア
さ
ん
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い

日
本
語
の
使
い
手
も
お
ら
れ
る
。

　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
藤
倉
明
治
さ
ん
は
取
材
中
の
写
真
や
大
使
館
の
中
に
あ
る
そ
の

国
の
民
族
楽
器
、
衣
装
な
ど
も
撮
影
さ
れ
る
。

　

取
材
で
記
憶
に
あ
る
国
を
い
く
つ
か
記
す
と
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
大
使
は
携
帯
電
話

会
社
の
元
経
営
者
だ
っ
た
と
い
う
面
白
い
方
。「
ウ
ガ
ン
ダ
の
国
名
の
い
わ
れ
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」「
昔
イ
ギ
リ
ス
人
が
ウ
ガ
ン
ダ
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
彼
ら
は
、
ガ

ン
ダ
族
の
我
々
を
、
英
語
で
『
ユ
ー　

ガ
ン
ダ
（
あ
な
た
方
ガ
ン
ダ
人
）』
と
語
り

か
け
た
。
我
々
の
先
祖
は
自
分
た
ち
は
ウ
ガ
ン
ダ
人
だ
と
思
い
込
み
、
ウ
ガ
ン
ダ

と
名
乗
っ
た
」

　

ラ
ト
ビ
ア
大
使
館
で
は
夏
目
漱
石
作
品
を
複
数
読
ん
だ
と
い
う
日
本
文
学
に
詳

し
い
大
使
が
お
ら
れ
た
。
大
使
館
の
部
屋
の
壁
に
今
上
天
皇
の
御
製
を
記
し
た
色

紙
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
歌
は
陛
下
が
同
国
を
訪
問
さ
れ
た
際
詠
ま
れ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
支
配
下
に
同
国
が
あ
っ
た
時
、
た
く
さ
ん
の
ラ
ト
ビ
ア
人
が
シ
ベ
リ

ア
の
強
制
収
用
所
に
送
ら
れ
た
。
旧
満
州
地
域
の
日
本
兵
も
敗
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に

た
く
さ
ん
送
ら
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
厳
し
い
極
寒
の
地
で
、
日
本
、
ラ
ト
ビ

ア
両
国
人
が
関
り
あ
っ
た
―
そ
れ
を
陛
下
は
御
製
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　

東
京
に
大
使
館
多
し
と
い
え
ど
も
、
御
製
を
記
し
た
色
紙
を
掲
げ
て
い
る
の
は

恐
ら
く
ラ
ト
ビ
ア
大
使
館
く
ら
い
で
は
あ
る
ま
い
か
？

　

エ
ク
ア
ド
ル
で
は
、
世
界
遺
産
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
の
携
帯
電
話
の

な
か
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
と
銘
打
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
大
使
館
の
担
当
者
と
の
間

で
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
、
恐
ら
く
、
逆
説
的
な
意
味
で
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
使
館
側
に
は
ど
う
も
納
得
い
か
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。「
世
界
に
誇
る
世
界
遺
産
が
、
日
本
で
は
遅
れ
の
象
徴
と
し
て
逆
説
的
に

携
帯
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
携
帯

市
場
の
あ
り
方
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
問
題
を
エ
ク
ア
ド
ル
側
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
の

は
至
難
の
業
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

歴
史
、
文
化
の
問
題
は
相
互
理

解
が
難
し
い
点
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

ら
れ
た
。
た
だ
、
日
本
の
携
帯
会

社
側
に
エ
ク
ア
ド
ル
側
の
受
け
と
め

か
た
ま
で
も
考
慮
し
て
名
前
を
付

け
の
だ
ろ
う
か
？
―
と
い
う
点
も
少

な
か
ら
ず
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

外
国
の
名
前
を
日
本
で
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
に
か
ぶ
せ
て
使
う
場
合
は
慎

重
さ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

文
：
山
下
靖
典
（
I
A
C
顧
問
）

写
真
：
藤
倉
明
治
（
I
A
C
会
員
）

一
夜
漬
け
勉
強
で
四
苦
八
苦

国
名「
ウ
ガ
ン
ダ
」は
ユ
ー
ガ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　   

（
あ
な
た
方
ガ
ン
ダ
族
）か
ら

御
製
色
紙
掲
げ
る
大
使
館
も
　
シ
ベ
リ
ア
が
結
ぶ

ラ
ト
ビ
ア
と
の
か
か
わ
り

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
問
題
で
は
す
れ
違
い

こんにちは、大使館 【 第８回 】

 
I
A
C
の
文
化
交
流
の
強
力
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
各
国
大
使
館
を

取
材
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
、
大
使
館
」

は
、今
ま
で
に
シ
リ
ア
、 ケ
ニ
ア
、カ
ザ

フ
ス
タ
ン  

セ
ル
ビ
ア
、ウ
ガ
ン
ダ
、ラ

ト
ビ
ア
、ボ
ツ
ワ
ナ
、 マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
取
材

順
）を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
十
カ
国
中
、
八
カ
国
の
記

事
を
執
筆
い
た
だ
い
た
山
下
靖
典
さ

ん
に
、
取
材
を
通
じ
て
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
引
き
続
き

I
A
C
会
員
の
取
材
で
構
成
し
ま
す
。

ご
興
味
が
あ
る
方
は
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▲

スウェーデン大使館の庭で大使館研修生 Linnea Jantvik
　 ( リネア・ヤントヴィック）さんを取材する山下さん　

特別編

ボツワナ

ラトビア
スウェーデン

セルビア
カザフスタン

シリア

エクアドル
ケニアウガンダ

マダガスカル

　

反
戦
と
命
の
尊
さ
を
訴
え
る「
堀
絢
子（
じ
ゅ
ん
こ
）の
一
人
芝

居
『
朝
ち
ゃ
ん
』」
を
、
ス
タ
ジ
オ
デ
ュ
オ
堀
慶
子
事
務
所
と

I
A
C
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、昼
と
夜
の
二
回
公
演
を
行
い
、ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
満
席

で
合
計
で
約
四
〇
〇
名
が
鑑
賞
、
生
き
ぬ
く
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
た
と
い
う
声
が
沢
山
聞
か
れ
、「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
上
演

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
て
い
る
堀
絢
子
さ
ん
に
は
称
賛

と
エ
ー
ル
が
多
く
の
来
場
者
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
日
本
女
子
体
育
大
学
・
舞
踊
学
専
攻
三
年
生
五
人
の

ユ
ニ
ッ
ト
M
O
G
I
に
よ
る
、「
朝
ち
ゃ
ん
」の
上
演
前
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
次
代
を
担
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
希

望
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。M
O
G
I
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
堀

莉
穂
さ
ん
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品
づ
く

り
か
ら
上
演
ま
で
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
感
想
は
、
I
A
C
会
員
の
輿
石
且
子
さ
ん
に

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

    『
朝
ち
ゃ
ん
』
を
観
て

    

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幼
虫
か
ら
成
虫
へ

　

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
の
活
動
に
関
わ
り
十
年
余
り

に
な
り
ま
す
。
芸
術
文
化
を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
Ｉ
Ａ
Ｃ

の
志
に
賛
同
し
、
い
く
つ
か
の
事
業
を
お
手
伝
い
、
ま
た
鑑
賞
さ
せ

て
頂
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
は
堀
絢
子
さ
ん
の
ひ
と
り
芝
居
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の

舞
台
。

　

反
戦
の
訴
え
を
千
の
半
分
…
半
千
…
で
あ
る
五
〇
〇
回
公
演
と
い

う
目
標
に
込
め
て
、
ご
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
続
け
る
姿
に
、

い
よ
い
よ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
活
動
の
根
っ
こ
の
太
さ
深
さ

を
感
じ
、
深
い
感
動
と
感
謝
を
抱
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
プ
ル
な
舞
台
の
上
で
演
じ
る
小
さ
な
体
の
堀
さ
ん
は
、
声
優

と
し
て
培
わ
れ
た
声
の
魅
力
を
最
大
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
の
原
子
爆
弾
炸
裂
の
閃
光
、
熱
、
爆
音
、
や
が
て
や
っ
て
来

る
不
気
味
な
静
け
さ
、唸
り
声
、焼
け
焦
げ
た
臭
い
、傷
み
、辱
し
め
、

そ
の
中
の
人
間
の
当
た
り
前
の
感
情
…
。

　
「
お
母
さ
ん
」
を
呼
ぶ
声
…
声
…
声
。

会
場
の
す
べ
て
を
「
あ
の
日
」
に
連
れ
て
行
く
堀
さ
ん
の
力
に
任
せ
て
、

我
が
身
、
我
が
命
の
脆
さ
を
実
感
す
る
舞
台
で
し
た
。

　

渾
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
舞
台
が
終
了
し
た
後
も
、
舞
台
挨
拶
、
来

場
者
お
一
人
お
一
人
へ
の
お
見
送
り
と
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、
核
の
傘
の
下
で
築
い
た
平

和
は
呆
気
な
く
そ
の
皮
を
は
が
さ
れ
、
福
島
原
発
事
故
以
降
の
私
た

ち
に
は
、
明
ら
か
な
指
針
が
す
で
に
示
さ
れ
た
と
感
じ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
間
と
し
て
の
当
た
り
前
の
生
き
方
に
目
を
醒
ま
す
よ
う
訴
え
る

堀
さ
ん
に
、
勇
気
を
い
た
だ
く
舞
台
で
し
た
。

（
輿
石
且
子
・
I
A
C
会
員
）

今まで取材した10カ国



▲終演後、コートジボワール共和国大使館の
　文化担当のアバレ・オウプさんから激励をうける堀絢子さん

▲オープニングパフォーマンスを
　踊るダンスユニット「MOGI」

　

大
学
で
集
ま
っ
た
青
木
絵
未
梨
、橋
本
優
香
、山
口
静
、米
山
明
花
、

堀
莉
穂
の
五
人
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
こ
の
春
、
ユ
ニ
ッ
ト
名
を
ボ
ウ
フ
ラ

と
し
て
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
思
い
が
け
ず
堀
絢
子

さ
ん
の
一
人
芝
居
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
公
演
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
ボ
ウ
フ
ラ
か
ら

進
化
し
蚊
に
な
っ
た
私
た
ち
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
ユ
ニ
ッ
ト
名
を

M
O
G
I（
モ
ギ
は
韓
国
語
で
蚊
）と
改
め
、作
品
の
ド
ロ
ー
マ
ー（
白

昼
夢
の
意
）
の
制
作
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
は
、
動
か
ず
に
内
面
描
写
を
す
る

ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
堀
慶
子
さ
ん
か
ら
、
動
き
の
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
し
て
欲
し
い
、
と
言
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
や
こ
だ
わ
り
を
作
品
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
の
に
、
本
気
で
ぶ

つ
か
り
合
い
ま
し
た
。
シ
ー
ン
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
場
面

を
つ
く
っ
た
り
、
照
明
プ
ラ
ン
も
自
分
た
ち
で
考
え
、
本
当
に
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な
い
私
た
ち
を
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
を
は
じ
め
、
公
演
に
携
わ
っ
た
皆
様
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
沢
山
の
観
客
の
皆
様

に
も
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ま
だ
不
出
来
な
部
分
や
、
未
熟
な
箇

所
を
一
人
ひ
と
り
が
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、
今
回
、
経
験
出
来
た
こ
と
を
心
と

身
体
の
糧
と
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
堀
絢
子
さ
ん
の
一
人
芝
居
を
観
て
、
た
っ
た
一
人
で
沢
山
の

お
客
さ
ん
に
想
い
を
伝
え
な
が
ら
演
じ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
絢
子
さ
ん
の
体
力
と
精
神
力
を
身
近
に
感
じ
、
プ

ロ
の
凄
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
の
痛

ま
し
い
大
震
災
も
あ
っ
た
中
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ウ
フ
ラ
か
ら
M
O
G
I
（
蚊
）
へ
と
進
化
中
の

私
た
ち
メ
ン
バ
ー
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（

堀
莉
穂
）

「
朝
ち
ゃ
ん
」

堀 

絢
子 

ひ
と
り
芝
居

決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
被
爆
体
験

６
月
27
日
（
月
）

世
田
谷
区
・
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

６
月
27
日
（
月
）

世
田
谷
区
・
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

写真：スタジオデュオ堀慶子事務所　イラスト画：げんさい

　

御
縁
あ
り
「
風
流
」
の
「
こ
ん
に
ち
は
大
使
館
」
の
取
材
、
執
筆
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
ケ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
エ

ク
ア
ド
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

大
使
館
と
の
間
で
ま
ず
大
変
な
の
は
日
程
調
整
。
特
に
大
使
館
側
が
大
使
で
対
応

し
て
く
だ
さ
る
場
合
な
ど
、
い
そ
が
し
い
先
方
と
複
数
の
こ
ち
ら
の
日
程
を
如
何

に
す
り
合
わ
せ
一
致
点
を
見
つ
け
る
か
？
。
調
整
役
の
金
屋
さ
ん
は
毎
回
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
。 

　

取
材
日
程
が
決
ま
る
と
、
山
下
は
事
前
に
大
使
館
側
に
質
問
表
を
金
屋
さ
ん
経

由
で
お
送
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
部
分
の
国
に
つ
い
て
は
旅
行
は

お
ろ
か
、
知
識
は
白
紙
状
態
。
か
す
か
な
知
識
を
手
が
か
り
に
本
や
ネ
ッ
ト
で
質

問
表
を
ま
と
め
て
送
る
。
し
か
し
、
当
方
の
勉
強
不
足
一
夜
漬
け
で
ピ
ン
ボ
ケ
の

質
問
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

さ
て
、
取
材
当
日
は
お
お
む
ね
大
使
館
側
の
通
訳
が
同
席
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
多
く
、
英
語
の
し
ゃ
べ
れ
な
い
山
下
に
は
救
い
の
神
で
あ
る
。
時
と
し
て
山
下
の

質
問
の
仕
方
が
悪
く
話
が
噛
合
わ
な
い
と
き
は
少
な
か
ら
ず
動
揺
す
る
。

　

ま
た
、
な
か
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
リ
ネ
ア
さ
ん
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い

日
本
語
の
使
い
手
も
お
ら
れ
る
。

　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
藤
倉
明
治
さ
ん
は
取
材
中
の
写
真
や
大
使
館
の
中
に
あ
る
そ
の

国
の
民
族
楽
器
、
衣
装
な
ど
も
撮
影
さ
れ
る
。

　

取
材
で
記
憶
に
あ
る
国
を
い
く
つ
か
記
す
と
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
大
使
は
携
帯
電
話

会
社
の
元
経
営
者
だ
っ
た
と
い
う
面
白
い
方
。「
ウ
ガ
ン
ダ
の
国
名
の
い
わ
れ
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」「
昔
イ
ギ
リ
ス
人
が
ウ
ガ
ン
ダ
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
彼
ら
は
、
ガ

ン
ダ
族
の
我
々
を
、
英
語
で
『
ユ
ー　

ガ
ン
ダ
（
あ
な
た
方
ガ
ン
ダ
人
）』
と
語
り

か
け
た
。
我
々
の
先
祖
は
自
分
た
ち
は
ウ
ガ
ン
ダ
人
だ
と
思
い
込
み
、
ウ
ガ
ン
ダ

と
名
乗
っ
た
」

　

ラ
ト
ビ
ア
大
使
館
で
は
夏
目
漱
石
作
品
を
複
数
読
ん
だ
と
い
う
日
本
文
学
に
詳

し
い
大
使
が
お
ら
れ
た
。
大
使
館
の
部
屋
の
壁
に
今
上
天
皇
の
御
製
を
記
し
た
色

紙
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
歌
は
陛
下
が
同
国
を
訪
問
さ
れ
た
際
詠
ま
れ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
支
配
下
に
同
国
が
あ
っ
た
時
、
た
く
さ
ん
の
ラ
ト
ビ
ア
人
が
シ
ベ
リ

ア
の
強
制
収
用
所
に
送
ら
れ
た
。
旧
満
州
地
域
の
日
本
兵
も
敗
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に

た
く
さ
ん
送
ら
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
厳
し
い
極
寒
の
地
で
、
日
本
、
ラ
ト
ビ

ア
両
国
人
が
関
り
あ
っ
た
―
そ
れ
を
陛
下
は
御
製
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　

東
京
に
大
使
館
多
し
と
い
え
ど
も
、
御
製
を
記
し
た
色
紙
を
掲
げ
て
い
る
の
は

恐
ら
く
ラ
ト
ビ
ア
大
使
館
く
ら
い
で
は
あ
る
ま
い
か
？

　

エ
ク
ア
ド
ル
で
は
、
世
界
遺
産
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
の
携
帯
電
話
の

な
か
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
と
銘
打
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
大
使
館
の
担
当
者
と
の
間

で
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
、
恐
ら
く
、
逆
説
的
な
意
味
で
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
使
館
側
に
は
ど
う
も
納
得
い
か
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。「
世
界
に
誇
る
世
界
遺
産
が
、
日
本
で
は
遅
れ
の
象
徴
と
し
て
逆
説
的
に

携
帯
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
携
帯

市
場
の
あ
り
方
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
問
題
を
エ
ク
ア
ド
ル
側
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
の

は
至
難
の
業
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

歴
史
、
文
化
の
問
題
は
相
互
理

解
が
難
し
い
点
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

ら
れ
た
。
た
だ
、
日
本
の
携
帯
会

社
側
に
エ
ク
ア
ド
ル
側
の
受
け
と
め

か
た
ま
で
も
考
慮
し
て
名
前
を
付

け
の
だ
ろ
う
か
？
―
と
い
う
点
も
少

な
か
ら
ず
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

外
国
の
名
前
を
日
本
で
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
に
か
ぶ
せ
て
使
う
場
合
は
慎

重
さ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

文
：
山
下
靖
典
（
I
A
C
顧
問
）

写
真
：
藤
倉
明
治
（
I
A
C
会
員
）

一
夜
漬
け
勉
強
で
四
苦
八
苦

国
名「
ウ
ガ
ン
ダ
」は
ユ
ー
ガ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　   

（
あ
な
た
方
ガ
ン
ダ
族
）か
ら

御
製
色
紙
掲
げ
る
大
使
館
も
　
シ
ベ
リ
ア
が
結
ぶ

ラ
ト
ビ
ア
と
の
か
か
わ
り

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
問
題
で
は
す
れ
違
い

こんにちは、大使館 【 第８回 】

 
I
A
C
の
文
化
交
流
の
強
力
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
各
国
大
使
館
を

取
材
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
、
大
使
館
」

は
、今
ま
で
に
シ
リ
ア
、 ケ
ニ
ア
、カ
ザ

フ
ス
タ
ン  

セ
ル
ビ
ア
、ウ
ガ
ン
ダ
、ラ

ト
ビ
ア
、ボ
ツ
ワ
ナ
、 マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
取
材

順
）を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
十
カ
国
中
、
八
カ
国
の
記

事
を
執
筆
い
た
だ
い
た
山
下
靖
典
さ

ん
に
、
取
材
を
通
じ
て
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
引
き
続
き

I
A
C
会
員
の
取
材
で
構
成
し
ま
す
。

ご
興
味
が
あ
る
方
は
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▲

スウェーデン大使館の庭で大使館研修生 Linnea Jantvik
　 ( リネア・ヤントヴィック）さんを取材する山下さん　

特別編

ボツワナ

ラトビア
スウェーデン

セルビア
カザフスタン

シリア

エクアドル
ケニアウガンダ

マダガスカル

　

反
戦
と
命
の
尊
さ
を
訴
え
る「
堀
絢
子（
じ
ゅ
ん
こ
）の
一
人
芝

居
『
朝
ち
ゃ
ん
』」
を
、
ス
タ
ジ
オ
デ
ュ
オ
堀
慶
子
事
務
所
と

I
A
C
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、昼
と
夜
の
二
回
公
演
を
行
い
、ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
満
席

で
合
計
で
約
四
〇
〇
名
が
鑑
賞
、
生
き
ぬ
く
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
た
と
い
う
声
が
沢
山
聞
か
れ
、「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
上
演

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
て
い
る
堀
絢
子
さ
ん
に
は
称
賛

と
エ
ー
ル
が
多
く
の
来
場
者
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
日
本
女
子
体
育
大
学
・
舞
踊
学
専
攻
三
年
生
五
人
の

ユ
ニ
ッ
ト
M
O
G
I
に
よ
る
、「
朝
ち
ゃ
ん
」の
上
演
前
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
次
代
を
担
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
希

望
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。M
O
G
I
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
堀

莉
穂
さ
ん
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品
づ
く

り
か
ら
上
演
ま
で
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の
感
想
は
、
I
A
C
会
員
の
輿
石
且
子
さ
ん
に

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

    『
朝
ち
ゃ
ん
』
を
観
て

    

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幼
虫
か
ら
成
虫
へ

　

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
の
活
動
に
関
わ
り
十
年
余
り

に
な
り
ま
す
。
芸
術
文
化
を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
Ｉ
Ａ
Ｃ

の
志
に
賛
同
し
、
い
く
つ
か
の
事
業
を
お
手
伝
い
、
ま
た
鑑
賞
さ
せ

て
頂
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
は
堀
絢
子
さ
ん
の
ひ
と
り
芝
居
「
朝
ち
ゃ
ん
」
の

舞
台
。

　

反
戦
の
訴
え
を
千
の
半
分
…
半
千
…
で
あ
る
五
〇
〇
回
公
演
と
い

う
目
標
に
込
め
て
、
ご
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
続
け
る
姿
に
、

い
よ
い
よ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
活
動
の
根
っ
こ
の
太
さ
深
さ

を
感
じ
、
深
い
感
動
と
感
謝
を
抱
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
プ
ル
な
舞
台
の
上
で
演
じ
る
小
さ
な
体
の
堀
さ
ん
は
、
声
優

と
し
て
培
わ
れ
た
声
の
魅
力
を
最
大
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
の
原
子
爆
弾
炸
裂
の
閃
光
、
熱
、
爆
音
、
や
が
て
や
っ
て
来

る
不
気
味
な
静
け
さ
、唸
り
声
、焼
け
焦
げ
た
臭
い
、傷
み
、辱
し
め
、

そ
の
中
の
人
間
の
当
た
り
前
の
感
情
…
。

　
「
お
母
さ
ん
」
を
呼
ぶ
声
…
声
…
声
。

会
場
の
す
べ
て
を
「
あ
の
日
」
に
連
れ
て
行
く
堀
さ
ん
の
力
に
任
せ
て
、

我
が
身
、
我
が
命
の
脆
さ
を
実
感
す
る
舞
台
で
し
た
。

　

渾
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
舞
台
が
終
了
し
た
後
も
、
舞
台
挨
拶
、
来

場
者
お
一
人
お
一
人
へ
の
お
見
送
り
と
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、
核
の
傘
の
下
で
築
い
た
平

和
は
呆
気
な
く
そ
の
皮
を
は
が
さ
れ
、
福
島
原
発
事
故
以
降
の
私
た

ち
に
は
、
明
ら
か
な
指
針
が
す
で
に
示
さ
れ
た
と
感
じ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
間
と
し
て
の
当
た
り
前
の
生
き
方
に
目
を
醒
ま
す
よ
う
訴
え
る

堀
さ
ん
に
、
勇
気
を
い
た
だ
く
舞
台
で
し
た
。

（
輿
石
且
子
・
I
A
C
会
員
）

今まで取材した10カ国



　

世
田
谷
区
は
、
三
つ
の
都
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
び
、
市
民
に
よ
る
交
流
を
大
切
に
、
各
都
市

と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
・
バ

ン
バ
リ
ー
市
と
は
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
様
々
な
分
野
の
交
流
を
通
じ
て
理
解
し
合
い
、

友
情
の
絆
を
強
め
、
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
四
年
か
ら
姉
妹
都
市
交
流
の

事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
直
後
に
、バ
ン
バ
リ
ー

市
で
は
、
市
民
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
に
姉
妹

都
市
を
持
つ
市
と
し
て
何
か
力
に
な
り
た
い
！
」

と
、
多
く
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
寄
付
が
あ
り
、

一
一
〇
〇
豪
ド
ル
も
の
義
援
金
が
世
田
谷
区
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ン
バ
リ
ー
市
民
の
方
々
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た

義
援
金
を
受
け
取
っ
た
時
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
共
に
、
改
め
て
、
今
ま
で
世
田
谷
区
が
進
め
て

き
た
姉
妹
都
市
交
流
の
意
義
深
さ
、
姉
妹
都
市
と

の
絆
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

世
田
谷
区
の
国
際
交
流
は
、
姉
妹
都
市
と
の
交

流
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
区
内
に
は
、
約
一
万

六
千
人
の
外
国
人
の
方
々
が
生
活
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
方
々
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
創
っ
て

い
く
こ
と
も
、
区
の
仕
事
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
世
田
谷
と
い
う
地
域
は
、
子
育
て
や
福
祉

分
野
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
区
民
の
方
々
の

活
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
国
際
交
流
や
国
際

協
力
に
関
し
て
も
、
国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
と
同

様
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
の
団
体
の
方
々
が
活

動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
世
田
谷
区
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
「
世
田
谷
世
界
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ

け
て
、
行
政
主
導
で
な
く
、
区
内
で
活
動
す
る
民

間
の
団
体
の
方
々
の
力
を
集
め
て
「
地
域
の
国
際

化
」
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
世
田
谷
世
界
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
年
間
に
六
回
の
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
当
日
参
加
出
来
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
七
月
三
十
一
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
の
交
流
会
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

区
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
「
フ
リ
ー
･
ザ
･
チ

ル
ド
レ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

こ
の
団
体
は
、「
子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め

の
国
際
協
力
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
る
国
際

協
力
団
体
で
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
動
に

参
画
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
も
、「
フ
リ
ー
･

ザ
･
チ
ル
ド
レ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
」
に
会
員
登
録
し
て

い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
世
界
の
貧
富
の
差
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
、
そ
の
後
フ
ェ
ア
･
ト
レ
ー
ド
･
ス

パ
イ
ス
を
使
っ
た
カ
レ
ー
作
り
を
行
い
ま
す
。
開

発
途
上
国
の
商
品
を
適
正
な
価
格
で
取
引
す
る

「
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
」に
よ
る
商
品
を
使
う
こ
と
で
、

開
発
途
上
国
の
自
立
支
援
な
ど
の
国
際
協
力
に
つ

な
が
る
こ
と
も
学
び
ま
す
。

　

次
に
参
加
者
は
、「
国
」
に
見
立
て
た
八
つ
の
班

に
分
か
れ
て
、
貿
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
す
。
紙
や
道
具
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
持
つ

「
資
源
」や「
技
術
」に
見
立
て
、そ
れ
を
も
と
に「
貿

易
」
を
行
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
結
果
に
よ
っ

て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
レ
ー
や
ご
飯
の
量
に
差

が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

貧
富
の
格
差
を
体
験
で
き
る
仕
掛
け
で
す
。
ま
た
、

カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
の
振
り
返
り
を

行
い
、
格
差
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

当
日
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
に
も
、
イ

ン
ド
の
民
族
楽
器
「
タ
ブ
ラ
」
の
演
奏
会
や
、
親

子
で
工
作
を
楽
し
み
な
が
ら
タ
イ
語
や
英
語
を
学

ぶ
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
民
族
舞
踊
「
セ
ン
バ
」

を
皆
で
踊
る
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
世
田
谷
区
で
は
、「
世
田
谷
世
界
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
「
舞
台
」
を
用
意
し
て
、

区
内
で
活
躍
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
新

し
い
時
代
の
国
際
交
流
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
は
、「
文
明
」
や
「
科

学
技
術
」
の
限
界
も
知
り
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

と
き
は
、
国
境
を
越
え
た
助
け
合
い
の
力
が
必
要

で
す
。
世
田
谷
区
も
、
ア
ジ
ア
近
隣
の
国
々
と
も

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
の
国
際
交
流
を
目
指
し
て

世
田
谷
区
長
　
　
保
坂
　
展
人

会
報

第
十
八
号
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題
字
背
景
● 「
こ
ん
に
ち
は
、大
使
館
」ボ
ツ
ワ
ナ
編
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
編
か
ら　

写
真
…
稲
垣
春
郎（
人
物
）、藤
倉
明
治（
工
芸
品
、楽
器
）
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■貸  画  廊：絵画（20 号大）50 点展示可能
■貸会議室：収容人数 60 名（ホワイトボード、マイク設備有）
■貸囲碁会場：対局可能人数 40 名
■会場費：１日（フロア全体 50 坪）60,000 円３時間 20,000 円
　　　※３時間以内のご利用でも 20,000 円の会場費となります。
■お問い合わせ：ギャラリー葵　☎03-3583-8279
　　　  http://homepage3.nifty.com/aoigallery/index.html 
　　　　　　　  (最寄駅：溜池山王 9 番出口３分）

葵サロン

貸画廊・貸会議室のご案内

「世田谷世界交流プロジェクト」から（写真提供：世田谷区）

▲貿易ゲームに勝ったチームのカレーは、ご飯もチキンもたっぷりで、飲み物も
　付いています。負けたチームはカレーをほんの少し盛り付けているだけとなり、
　ゲームを通じて貧富の格差を体験しました。

会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

【ペット似顔絵 .com】
http://petnigaoe.com/アクセス 

▲

ペットからのメッセージを
　　入れた似顔絵を贈ります。

■天国のペットからのメッセージ
■お友達への贈り物　など

■　

事
務
局
便
り　

■

IAC のセカンド・ホームページは、もう、ご覧いただいてい
ますか。活動ブログで最新情報もご確認いただけます。
http://www.iactokyo.sactown.jp/
 
「朝ちゃん」スウェーデン公演は、いよいよ９月 11 日と 13 日、
ストックホルムの東アジア博物館で上演されます。
スウェーデンのダンスユニット Con/text の「班女」との共同
舞台です。次回の風流での公演報告にご期待ください。
 
日本民族舞踊団の学習院初等科芸術鑑賞会の公演が 6月 14 日
学習院創立百周年記念会館正堂で行われました。
楽しい演目を中心としたプログラム構成は、子どもたちから
さかんな拍手を浴びていました。

 （事務局：金屋輝美） 写真：エーアイ　（日本民族舞踊団・学習院公演から）

「わがまちで文化交流」…… ⑦
日本←→エストニア

▲タリンで買い付けをする布施さん（右）

▲トンベルクさん（左）のサーレマー島の
　お店。   埋もれるほどの沢山のニット

▲染色工房で ジャパニーズ・ブルーとも
　呼ばれる藍色に染められるニット

　エストニアニットの日本への
紹介は、弟のロシア人の友人か
ら、メルヘンなニットを作ってる
国があると聞かされたのが、きっ
かけでした。ノルウエーやデン
マークなどと同じノルディック柄、
雪模様のニットもありますが、な
んと言っても風景やネコ・羊な
どの編込み柄ニットが独特です。
　日本でも以前は編込み柄は編

まれていましたが、今は編まれる方は少なく、「昔は、私も編んでた
わ～」と懐かしいと感激してご購入される方が大勢います。編み物
をされていた方だからこそ、大変さも暖かみも分かってくださってい
るようです。そんなご購入された皆さんの喜びの声から、エストニア
のニットの特徴が分かるかもしれません。
◎綺麗な編み目、日本ではちょっと手に入りにくいデザイン、丈夫
で長持ちしそう◎流行に左右されない本当にいい品です。◎素敵な
色使いで感激。◎とても軽くて着心地がよく、この冬も暖かく過ごせ
そうです。◎かわいい、そして軽いのでびっくり。お披露目は、週末
のサッカー観戦の予定です。
　99年からエストニアのニットを紹介して今年で、11年経ちました。
初めてまとまった量のニットを注文し、交流したのは、カルクス・ヌ

イア地域のニッターさんグループでした。大歓迎を受けたのを今も
はっきり覚えています。後に、新しい編み機を買えたと聞き、幸せ
な気分になりました。ただの商取引以上の、感激でした。現在も交
流しているニッターさんにトンベルクさんという方がいらっしゃいま
す。彼女のニットは、星空や木を刺繍したロマンチックなコートです。
ジャパニーズブルーとも呼ばれる藍色と同じ染め色を作り、編み上
げます。北欧的な静けさと深みを漂わせています。
　恥ずかしがり屋で控えめ、キュートな雑貨を生み出したりと、日本
との共通点を感じるエストニアです。そんなお国柄だからこそ、長
年に渡り紹介したくなるのかもしれません。今後も、架け橋となり続
けたいと思っています。
バルト物語：http://www.estonia.co.jp/

（文と写真：布施茂子　IAC 会員）

セーターを通してエストニアとの架け橋に
布施茂子さんは、エストニアのニットの魅力を多くの日本人に味わってもらいたいと、現地に何度も足を運び、
直接自分で確かめた素敵な品々を「バルト物語」と名付けたインターネットショップで販売しています。
単なる商取引ではない、ニットを通じた様々な出会いや交流の楽しさをご寄稿いただきました。

ラトピア

スウェーデン

ベラルーシ

タリン

エストニア
ロシア

リトアニア

サーレマー島

▲和楽器紹介の後の明るいソーラン節は、
　会場の手拍子を誘った。

▲鬼剣舞

▲荒馬
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